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本研究には、健常な 25人の日本人（平均年齢 27±5.6歳）が参加し 
た。オレイン酸の検知閾値濃度は、BMIとの間に、有意な相関が認め 
られた。オレイン酸を用いた口腔脂質感受性により、参加者を 2群 
（①高感受性群［2.8mMオレイン酸を検知できる、n = 16］、および、 
②低感受性群［2.8mMオレイン酸を検知できない、n = 9］）に分類し 
たところ、2群の間には、甘味に対する嗜好度において有意差が認め 
られた。さらに、オレイン酸高感受性群において、高脂質の甘味食 
品は、低脂質の甘味食品よりも有意に高い嗜好性が認められた。ま 
た、口腔脂質感受性は、自記式アンケート調査における小食の程度 
もしくは食後満足感の程度との間に有意な負の相関が認められた。 
これらの知見は、口腔脂質感受性が、BMIのみならず、高脂質の甘味 
食品に対する嗜好性や一部の食習慣とも相関関係にあることを示唆す 
る。 
 
